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結果だけでなく途中の式と説明も書くこと。記号は講義ノートで示したものと同じ。講義ノート中
で示した式、結果は使用してよい。

2成分ベクトル空間の基底ベクトル | e1 ⟩, | e2 ⟩, | e′1 ⟩と演算子 σ̂3を
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と定義する。次の問に答えよ。

1. 運動量 pを持つ平面波の波動関数

ϕp(x) =
1√
2πℏ

eipx/ℏ

が座標表示の運動量演算子 p̂ = −iℏ∂/∂xの固有状態であることを示し、固有値を求めよ。

2. 基底ベクトル | e1 ⟩, | e2 ⟩, | e′1 ⟩のうち σ̂3の固有ベクトルであるものを示し、それぞれの固有値
を求めよ。

講義についての質問や、ご意見ご要望があれば末尾に書いてください。


